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千葉県文書館展示会、訪問記録 

2022.12.23  森 雅城 

 

 千葉市内で行われている展示会、千葉県文書館、企画展「房総教育志―明治を

生きた先生たち―」に行ってきましたので、概略を報告いたします。 

   （案内チラシを別途 PDFにて添付） 

 

内容は、今年が明治 5 年の学制発布から、ちょうど 150 周年になるのに際し

て、学制発布後の千葉県における教育史について、次の 4 つの内容に分けて展

示しています。 

1. 明治期の学校教育略史 

2. 新しい教員の養成 

3. 明治の教育事情 

4. 明治教育列伝 

 

この展示は、比較的小規模ですが、千葉県近代教育発祥の地として流山を紹介 

している我々にとって、学制発布後の県の教育事情の変遷を知る上でも、有益と

考えます。 
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以上の内容については、以下会場に備え置きの無料のパンフレットにて紹

介しますので、そちらの方をご参照ください。（添付ファイル参照） 

  

なお、このパンフレットには、残念ながら流山に明治 5年 9月、「印旛官員

共立学舎」が設立され、本市が近代教育発祥の地である旨の明確な記述はあり

ませんが、展示会場ではそれに近いことを紹介しています。会場写真を撮影し

ましたので、そちらを参照願います。（1 ページ目及び以下の写真は、展示会

場のほんの一部です。） 

 

  展示は、次のような内容で、スタートしています。（パンフレットの内容と

同じ） 

 

開催に当って 

 明治 5 年（1872）8 月、明治政府はそれまでの封建的な教育体制を否定し、

四民平等の原則に立った「国民皆学」という新しい教育理念のもと、学制を制定

しました。令和 4年は、ちょうどその 150周年に当たります。 

 現在では、就学年齢になれば男女を問わず誰もが小・中学校の 9 年間学校に

通うのが当たり前になっていますが、昨今のコロナ禍は現代の学校の在り方に

も大きな影響を与えています。対面授業が困難になったり、学校行事を執り行う

ことが危ぶまれたりするなか、現場の先生たちは苦心しながらもより良い方法

を模索し職務に励んでいます。その姿は、明治初期、県内各地に小学校が誕生し、

江戸時代とは全く異なる新しい教育が進められることになった大きな変革のな

かにあって、この時代の教壇に立った先生たちと重なり合うものがあるでしょ

う。 

 今回の展示では、学制発布以後、明治期に登場した新たな教育内容と教授法、

移り変わる制度に試行錯誤しながらも、その時代に生きた学校の先生たちの痕

跡を、当館収蔵資料を中心に紹介します。 

 

令和 4年 10月   千葉県文書館 
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以下、会場展示写真 

（不鮮明な写真も数枚ありますが、そのような内容のものが展示されているとご理解頂けると、有難いです。） 
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（写真下の説明書き） 
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（写真右上の説明書き） 

         以上 

 

 


